









化史的意義を点描する」（『成城文藝』第 197 号、2006 年 12 月）と「黄
霊芝の俳句観と《台湾俳句》――台北俳句会における俳句指導（句評）













戦後の台湾俳句は短歌より遅れて日本に紹介された。1993 年 5 ～ 6 月、
『朝日新聞』に連載中の大岡信の「折々のうた」に、『台湾万葉集』（台






















社が数多く作られた。短歌の『あらたま』（1922 年 11 月創刊）と俳句





























































































年（大正 12 年）の『台湾師範学校校友会誌』は本科 1 年生から 4 年生
までの各学年の台湾人生徒の詠んだ俳句を掲載している。本科 1 年生の








こうした状況は台湾教育会機関誌『台湾教育』（1912 年～ 1943 年）
にも反映している。『台湾教育』には「文苑」という短歌・俳句・詩・




















































































































































































































































































































































































































































































柳誌も『国姓爺』（1940 年 1 月創刊）の一誌しか出ていなかったのであ
るが。
（1）「奉公川柳」「奉公短歌」「奉公俳句」の募集
『新建設』は 1942 年 10 月創刊のほぼ半年後から「奉公」の二文字を
冠した川柳・短歌・俳句、さらに「決戦標語」を一般から公募して入選
作を掲載するようになった。この企画は 1943 年 5 月号に登場した「奉
公川柳」と「決戦標語」に始まる（1943 年 4 月号には公募でなく選者
の塚越正光による「奉公川柳」が掲載されている）。
巣立つ子も捷ち抜く御代の御奉公
　　　　　　　　　　　　　　（淡水街、許学禮、1943 年 4 月号）
火の玉となつて職場に励む汗　（苑裡庄、陳朝龍、1943 年 4 月号）
常会にもんぺの揃ふ頼母しさ　（三峡街、劉晴の子、1943 年 5 月号）
常会は新建設の作戦部　　　　（宜蘭市、張壁芳、1943 年 5 月号）
5 ヶ月後の 1943 年 9 月号からは「奉公短歌」・「奉公俳句」も登場す
るようになり、以後三者並立の状況が 1945 年 1 月号まで続く（ただし
1945 年 1 月号では「奉公」ではなく「新年」を冠しており、作者名が
すべて日本名になっている）。1945 年 2 月号には公募作品が載らず、
1945 年 3・4 月合併号に「奉公短歌」だけが載って完全に終焉となる。




























など防人の歌 5 首を並べている。1943 年 2 月号にはわが子を出征させ




























台北　劉昌仁　　　標語 3 回 4 点、川柳 1 回 1 句、俳句 1 回 1 句。

























なわち「秋立つや決意をかたく戦はむ　　郭澤源」（1943 年 10 月号）
のような、いかにも模範生的な句だけではなく、次のような一見時局に
関係の薄いような句もかなり入選している。
転業の我れに幸あれ汗を拭く　　（高群薫山、1943 年 10 月号）
新藁の匂ひ親しく叺織る　　　　（大竹山下人、1943 年 11 月号）
春めきて事務に疲れし窓ひらく　（劉昌傳、1944 年 6 月号）
冷奴ありて夕餉のたのしさよ　　（馬錦添、1944 年 8 月号）
梅雨明けの焔を上げて鳳凰花　　（蔡玉停、同号）
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